
 
 

 

  
 
 

 

ベトナム国被害者支援及びカウンセリングのための人身取引対策 (Anti-TIP) ホットライン運営強化プロジェクト ニュースレター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクトでは、ハノイのオペレーション

センター（24 時間）、ダナンの地域コールセ

ンター（7:00-19:00）、アンザンの地域コール

センター (7:00-21:00)での人身取引に関す

る電話相談を改善するための支援を行って

いきます。 

では、現在これらコールセンターにかかっ

てきている相談内容はどのようなものなの

でしょうか。電話相談員さんたちに詳しいお

話を伺ってみました。 

具体的な相談内容を教えて下さ

い。 

2018 年の電話件数（2,010 件）の約 67％

を占める 1,344 件の「ホットラインに関する情

報を求める電話」については、ホットライン

の機能、受けられるサービス、利用可能な

時間帯などについての問い合わせがほとん

どです。その他、海外での労働について、ど

こにニーズがあるのか、斡旋業者を教えて

ほしい、などの問い合わせがあります。 

全体の約 1 割を占める 195 件の「人身取

引対策」についての相談は、被害者の家族

や親せきからの捜索願や、被害者本人から

の連絡もあります。被害者本人からの電話

よりも、本人が家族に SNS を通じたメッセー

ジ機能で、位置情報サービスを使って居場

所を知らせてくることも多いです。他にも、

「地元でこのような誘拐事件があった」など

の情報提供もあります。また、「その他」に

区分している相談としては、国際結婚のた

めの手続きのプロセス、必要な書類、どこに

コールセンターへの相談内容とは? 相談員さんに聞いてみました。 

行けばよいのか、などの問い合わせがあ

ります。 

カウンセリングの内容は？ 
捜索願の場合は、警察や国境警備隊

への連絡の仕方とか、救出までの手順と

かですね。実際に警察や国境警備隊など

他機関につなぐ場合にはレファラルになり

ます。 

雇用の場合は、斡旋業者を教えてほし

い、という依頼に加えて、斡旋業者が信頼

できる業者かどうか、チェックすべきポイン

トを確認したいという依頼があります。海

外での雇用を斡旋する送り出し企業はベ

トナム国内の会社がほとんどです。 

国際結婚の場合も、相談者の方のケー

スに不安な点が無いか、チェックしていき

ます。 

人身取引の被害者はどのような支援を

受けられるのか、という問い合わせやカウ

ンセリングもあります。 

キックオフミーティング/JCC を開催しました！  

 

 
ハノイオペレーションセンターの様子 

（撮影：労働傷病兵社会省 カウンセリング・

コミュニケーションサービスセンター：

CCCS） 

今後の予定 

 

今回の内容 

・コールセンターへの相談内容とは? 

相談員さんに聞いてみました。 

・省庁間ワーキンググループ（IAWT）会

議を開きました。 

 

ホットラインは、Facebookサイトも持

っております。 

メッセンジャーからホットラインにか

けたりチャットしたり、居場所を伝え

ることもできます。ぜひ拡散頂ければ

幸いです！ 

プロジェクトの概要 
上位目標  

人身取引被害者及び潜在的被害

者に対する適切なレファラルが地

域レベルにおいて実施される 

 

プロジェクト目標 

人身取引対策ホットラインの運営

が地域レベルにおいて強化される 

 

成果 
１．関係機関との連携により、中央

及び省・市レベルでレファラル及

び情報共有体制が強化される 

2．ハノイ（北部地域）、アンザン県

（南部地域）、ダナン市（中部地

域）において人身取引対策地域

コールセンターが整備される 

3．全国において人身取引対策ホ

ットラインにかかる人々の認識

が向上する 
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難しいケースといったものにはど

のようなものがありますか？ 
大 き く 分 け て 2 種 類 あ り ま す 。 

1 つ目は、レファラルが難しい場合です。

被害者本人やその家族などからホットライ

ンにかかってきても、被害者の現在地など

十分な情報が取れないことがあります。す

ると、関係機関でも対応が取れないので

す。「今難しければ、またかけて下さい」とお

願いしても、かかってこない場合もありま

す。 

もう 1 つの種類は、被害者認定が難しい

場合です。サバイバー（元人身取引被害

者。被害を受けながらも「生き抜いてきた

人」という意味があります）を支援したくて

も、サバイバーへの支援の内容が制度とし

て決まっていても、情報が足りなくて被害者 

2019 年 4 月 11 日に、労働傷病兵社会省

（MOLISA）児童保護局（DCA）にて省庁間ワ

ー キ ン グ チ ー ム （ Inter-Agency Working 

Team：IAWT）会議を開きました。ホットライン

の相談員は問い合わせに応じたりカウンセ

リングを行うだけでなく、被害者の救出のた

め公安省や国境警備隊などの関係機関に

つなぐレファラルを行っています。また、ベト

ナムでは女性連合が地方のコミューンレベ

ルまで組織ネットワークを持っており、人身

取引対策国家行動計画（2016～2020 年）で

も人身取引防止のためのコミュニティへの

啓発活動は女性連合の主管となっていま

す。そのため 、カウンターパートである

MOLISA の中だけでなく他省との連携が欠

かせません。 

省庁間ワーキングチーム（IAWT）会議を開催しました 

 そのため、公安省、国境警備隊、女性連

合とより協調して人身取引対策を行っていく

ため、各省庁のイニシアティブに基づいて

「IAWT 年間活動計画（2019 年）」を策定し、4

月 11 日の会議で承認されました。 

会議では、今後の協力に向けて前向きな

発言が相次ぎ、省庁間連携の必要性への認

識とホットラインに対する期待が高いことがう

かがえました。同時に、ホットラインが受けて

いる相談内容や傾向について、より詳しい情

報を関係機関が知りたいと思っていることも

明らかになり、ホットラインを運営する DCA

にとってもホットラインの運営状況を共有す

る意義をより感じられる会になったようです。 

今後の予定 
プロジェクトでは 4 月より本格的に活動を

開始しました。ベースライン・サーベイに加

え、6～8 月に実施予定の各種研修に向

け、たくさんの準備があります。 

 

4～5 月の予定 
・ 調達機材の調達手続き、発注 

・ベースライン・サーベイの実施 等 

・E-ディレクトリの拡充の開始 

・電話相談員のオペレーショナル・ガイドラ

インの改訂 

・ 6 月に実施予定の地方省レベルの労働

傷病兵社会局（DOLISA）フォーカルポイ

ントへのセミナーの準備 

・7 月 30 日の世界反人身取引デーに向け

た広報グッズのデザインの作成開始 

ベトナム Anti-TIP ほっとライン便り 
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と認定されない場合があります。 

今後取り組んでいきたいことはあ

りますか？ 

コールセンターの中の活動だけではなく

て、児童保護局の方針として、今年からサバ

イバーに対する直接的な心理的サポートや

セラピーをすることになりました。私たちのホ

ットラインは人身取引のサバイバーの大人

だけでなく、チャイルドヘルプラインとして子 

どもの支援も行っています。 

 また、サバイバーが地元に戻った後、無事

社会復帰できているのかも気になります。直

接的な心理的サポートは、私たちに相談員

にとって、これまでも取り組みたいことでした

ので、がんばっていきたいです。 

本ニュースレターは、プロジェクトの進捗

状況や周辺情報をお知らせするため

JICA 専門家の見聞をお送りしています。

JICA およびカウンターパートの公式見解

ではありません。なお、無断での転載は

お断りをしています。 

ベトナム国被害者支援及びカウンセ

リングのための人身取引対策ホット

ライン運営強化プロジェクト 

 
岩品 雅子 （総括／省庁間連携／研修計

画／啓発活動） 

佐野 淳 （業務調整／人身取引対策／

ジェンダー） 

栗田 貴之 （IT、機材調達） 

 

 

IAWT 年間活動計画の概要 
4～6 月  

・ベースライン調査の実施 

・電話相談員のオペレーショナル・ガイドラインの改訂 

・ホットライン機材の供与 

・レファラルに使う関係機関の連絡先を入れた E-ダイレクトリーの作成 

6 月 

・DOLISA フォーカルポイントへのセミナーの実施 

7 月 

・電話相談員や女性連合の Anti-TIP 普及員への研修の実施 

・関係機関と共に 7 月 30 日の世界反人身取引デーに向けた各種広報活動 

10～11 月 

・「人身取引対策法の詳細（Decree No.09）」の過去 5 年間の実施の評価 

10 月以降 

・人身取引啓発ビデオクリップなど、関係機関と共に各種広報活動の実施 

 

 
コールセンターのリーフレットも更新

しました！ 
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